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項目名

■ □ □

実績

評価者

保健医療課長　　小澤　一良

項目名

■ □ □

実績

評価者

保健医療課長　　小澤　一良

項目名

■ □ □

実績

評価者

保健医療課長　　小澤　一良

項目名

■ □ □

実績

評価者

保健医療課長　　小澤　一良

事業自体が
貢献する
項目

0.00 人

H12～ 2,205千円

①437日

②356日

現在、平日夜間、祝日昼間・夜間の医療体制は
整備されているが、日曜日昼間の一部、夜間に
ついては担当医不在の日があるため、埼玉県を
中心に狭山市、入間市とも連携しながら目標達
成を目指している。

100.0%

R3目標
会年職員 0.00 人

R1決算額

夜間（月から土曜日）及び休日・祝日の小児の第二
次救急医療を確保するため、所沢市、狭山市、入間
市において、３市及び協力医療機関（４病院）による
協定書に基づき、輪番制により第二次救急医療体
制の整備を図るものである。

0.32 人

会
計

成果

成果指標

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

臨時職員

2,511千円

72.9%

R1正規職員
人件費

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

100.0%

SDGsへの貢献
(最大3つ)

R2予算現額
新型コロナウイルス感染症拡大の影響で
実施医療機関に影響があった際も、本事
業に参加している他の医療機関から支援
が得られるよう、所沢市医師会を通じて協
力依頼をお願いした。

R1目標

本事業は、平日夜間、祝休日の昼間・夜間、す
べての日の小児の第２次救急医療体制の確保
を目的としていることから診療実施率を指標とし
ている。

事業の目的及び具体的な内容

2,175千円

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

①診療目標日数（平日夜間、日
曜昼・夜間、祝日昼・夜間）

②診療実施日数

R2決算額（見込み） 小児科救急医療病院群輪番制実施率
診療実施日数　÷　診療目標日数

事務事業名称 事業概要（全体）
活動実績(R2)

経費

投入コスト

0.00 人

非常勤
特別職

R1その他職員
従事割合

根拠法令

所属
名称

2,820千円

一
般

R1予算現額

期間 0.27 人

小児科救急医療
病院群輪番制事
業

所沢地区小児科救急医療病院群輪番制病院運営費補助
に関する協定書
埼玉県小児救急医療施設運営費補助金交付要綱

R2年度に改善した点

81.5%%

100.0%

指標名 目標設定の考え方・根拠

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

R2目標 R2実績

Ｂ

本事業は、所沢地区内（所沢市、
狭山市、入間市）の医療機関の協
力を得て継続して実施されている。
小児の救急医療体制を推進する上
では、本事業は必要不可欠であり、
埼玉県をはじめ、狭山市、入間市と
も連携しながら体制が保たれてい
る。

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,847千円

保健
医療
課

実施計画ランク 事業の種別

2,660千円

現状で担当医不在となっている日の医療
機関の協力が得られるよう、埼玉県を中心
に狭山市、入間市と連携し調整を図ってい
る。

100.0% 100.0%

R3目標

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

0.27 人

R1決算額 指標名

R2目標値が未達成の理由・分析

R2その他職員
従事割合

在宅当番医制実
施事業

根拠法令

　一般の医療機関が診療を行っていない休日・祝日
及び年末年始において、初期救急患者の医療体制
を確保するため、所沢市医師会との委託契約により
市内の医療機関が輪番制により診療を実施するも
のである。

R1その他職員
従事割合

R1目標

0.00 人

臨時職員

期間

非常勤
特別職

重要 自治事務 法定受託事務 16,743千円

0.00 人

①７２日

②７２日

100.0%

R2目標

会年職員

Ａ

目標達成済

本事業は、一般の医療機関が診療
を行っていない、休日、祝日及び年
末年始における初期救急医療体制
の確保することが目的であり、現
在、すべての休日、祝日、及び年末
年始で実施されている。今後も引き
続き、事業委託先である所沢市医
師会と連携強化を図り、事業を継
続する必要がある。

①診療計画日数

②診療実績日数

診療実施率
診療実施日数　÷　診療計画日数

100.0%

R2実績

本事業は、一般の医療機関が診療を行っていな
い休日・祝日及び年末年始における初期救急患
者に対する医療体制の確保が目的であることか
ら、診療実施率を指標とした。

保健
医療
課

実施計画ランク

事業の目的及び具体的な内容

R2決算額（見込み）

目標設定の考え方・根拠

100.0%

16,035千円

16,743千円

2,205千円

事業の種別

一
般

R1予算現額

R1実績

16,035千円

0.00 人0.28 人
非常勤
特別職

法定受託＋附加

R2正規職員
人件費

S55～ 2,205千円

R2予算現額

埼玉県地域保健医療計画

一
般

R1正規職員
人件費

2,327千円

S59～

期間

Ａ

本事業は、夜間、休日・祝日及び年末年始の第
２次救急医療体制を確保することが目的である
ため、診療実施率を指標とした。

R3目標

今後も引き続き、本事業が円滑に推進でき
るよう、所沢市、狭山市、入間市で連携を
図るとともに情報共有に努めた。

31,400千円 31,400千円

①診療計画日数

②診療実績日数
R1正規職員
人件費

2,327千円

100.0%

R2目標値が未達成の理由・分析R1実績

本事業は、夜間、休日・祝日及び年
末年始、すべての日において第２
次救急医療体制が確保されてい
る。今後も引き続き、所沢地区（所
沢市、狭山市、入間市）３市で連携
し、事業が円滑に推進できるよう努
める必要がある。

R2年度に改善した点

本事業は、第２次救急医療体制を整備する
上では必要不可欠なことから、継続して実
施できるよう、所沢市、狭山市、入間市、３
市で連携を強化していく必要がある。

100.0% 目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み100.0%

R2目標 R2実績

診療実施率
診療実施日数　÷　診療計画日数

R1その他職員
従事割合

R1目標

0.00 人

①４３８日

②４３８日

0.00 人

100.0%

100.0%

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

R2決算額（見込み）

所沢地区病院群輪番制病院運営費補助に係る協定
書

31,045千円

事業の目的及び具体的な内容所沢地区病院群
輪番制病院運営
事業

目標設定の考え方・根拠R1予算現額 R1決算額

根拠法令

臨時職員

指標名

R2予算現額

31,045千円

0.27 人

0.28 人

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

850

保健
医療
課

実施計画ランク 事業の種別

夜間及び休日・祝日及び年末年始の第２次救急患
者の医療体制を確保するため、所沢地区（所沢市、
狭山市、入間市）における第２次救急医療施設（１３
病院）による病院群輪番制方式により診療を実施す
るものである。

期間 0.45 人 R3目標

一般の歯科診療所での診療が困難な患者への歯科
診療体制及び休日緊急歯科診療体制の確保を目的
として、保健センター内「歯科診療所あおぞら」にお
いて、在宅要介護高齢者及び障害児者の歯科診
療、休日緊急歯科診療を実施するものである。

0.35 人
非常勤
特別職

H10～ 3,676千円 850

850 741

臨時職員 0.00 人
①44日

②87日

③70日

R2目標 R2実績

580

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

①在宅要介護高齢者歯科診療
    診療日数
②障害児者歯科診療
    診療日数
③休日緊急歯科診療
    診療日数

所沢市歯科診療所あおぞらの障害児者の診療
実績（単位：人）

障害児者の歯科診療が市の役割として期待され
ており、これを充実させるため、受診できる最大
受診者数を指標とする。

根拠法令

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 59,031千円 57,554千円

新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、1回
目の緊急事態宣言が発令されたR2.4.16～
R2.5.31の期間中の在宅要介護高齢者歯科診
療・障害児者歯科診療を休診とした。また、診療
再開後においては、歯科医師や歯科衛生士のガ
ウン・フェイスシールドの着用をはじめとした様々
な感染症対策に加え、患者間の接触を減らした
り、消毒を徹底するため、診療間隔を拡げたこと
により、受診者数が減少した。

引き続き、感染症対策を徹底しながら診察
を実施するとともに、施設・診療の周知に
努め、指定管理者である所沢市歯科医師
会の特性を生かし、利用者が安心かつ利
用しやすい診療体制を充実していくことと、
地域連携の強化を目指す必要がある。

R2予算現額

2,909千円

R1決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R2決算額（見込み）

Ａ

診察にあたっては、新型コロナウイ
ルス感染症の拡大防止策を徹底
し、また、診療間隔を長く取ったこと
などにより、目標値は達成できな
かったものの、一部の期間を除き
診療を継続できた。
今後も、一般の歯科診療所で診療
が困難な患者に対する歯科診療体
制及び休日緊急歯科診療体制の
確保のため、所沢市歯科診療所条
例に基づき、歯科診療事業を継続
していく必要がある。

医療法、所沢市歯科診療所条例 59,638千円 58,222千円

保健
医療
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

歯科診療所事業
事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

R2年度に改善した点

新型コロナウイルス感染症の拡大及び院
内感染予防のため、歯科医師や歯科衛生
士の装備や消毒を強化し、また、患者同士
の接触を減らすため診療間隔を拡げるな
ど、感染症対策を徹底して診療を実施し
た。

新型コロナウイルスに関する発熱外来や
PCR検査等についても、市民の問い合わせ
に関して対応できるよう、所沢市医師会と
調整し、在宅当番医に協力いただいた。

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

本事業は、初期救急医療体制の整備を図
る上では必要不可欠であるため、今後も引
き続き継続できるよう、所沢市医師会との
連携に努めている。

R2年度に改善した点 ３．すべての
人に健康と

福祉を

３．すべての
人に健康と

福祉を

会年職員

どのように貢献したか

所沢地区における、小児の
休日及び夜間の診療の確
保

どのように貢献したか

祝祭休日及び年末年始の
初期救急医療の確保

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

所沢地区における、休日及
び夜間の第2次救急医療
の確保

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

一般の歯科診療所での診
療が困難な患者への歯科
診療体制及び休日緊急歯
科診療体制の確保
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0.00 人

会年職員 0.00 人

0.00 人
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事業自体が
貢献する
項目

会
計

成果

成果指標

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

SDGsへの貢献
(最大3つ)

事務事業名称 事業概要（全体）
活動実績(R2)

経費

投入コスト

所属
名称

項目名

■ □ □

実績

評価者

市民医療センター事務部
総務担当参事　中村　まさみ

項目名

■ □ □

実績

評価者

市民医療センター事務部
総務担当参事　中村　まさみ

項目名

■ □ □

実績

評価者

市民医療センター事務部
総務担当参事　中村　まさみ

項目名

■ □ □

実績

評価者

市民医療センター事務部
総務担当参事　中村　まさみ

期間 6.26 人 R3目標

S51～ 51,132千円

地域住民の医療ニーズを的確に把握し、地域にお
ける医療提供体制の充実を図り、良質な医療を効率
的・継続的に提供するものである。
①内科外来診療
②内視鏡検査の実施
③糖尿病外来の実施

6.26 人
非常勤
特別職

16.00 人

地域における医療提供体
制の充実を図り、良質な医
療の効率的・継続的な提供
に努めた。

80人

52,033千円 臨時職員 16.00 人 R2実績
①15,103人

②256日

R2目標

会年職員 22.40 人

R2正規職員
人件費

新型コロナウイルス発生に伴い、外出自粛する
方が増え、毎月、通院されていた患者において
も、通院頻度が減ったことが考えられる。

R2その他職員
従事割合

91人 58人 新型コロナウイルス感染症に留意しつつ、
医療職の確保に取り組み、安定的な患者
受入れを目指す。

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み74人91人

どのように貢献したか

所沢市病院事業の設置等に関する条例
所沢市市民医療センター管理規則

504,266千円 466,559千円

根拠法令 R2決算額（見込み）R2予算現額

３．すべての
人に健康と

福祉を優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 512,465千円 460,398千円

R1決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

B

新型コロナウイルス感染症拡大の
影響により診療患者数は減少した
が、発熱等により受診を希望する
患者が、安心して来院できるよう態
勢を整えている。

公的医療機関として、地域における医療提供体
制の充実を図ることを目標とし、信頼して受診い
ただける受診環境の整備に努めていることから、
内科外来の診療患者数を指標とする。

①内科外来診療患者数
（二次救急含む）

②診療日数

１日の内科外来診療患者数（二次救急含む）
（内科外来患者数／診療日数）

R1年目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析
R1その他職員
従事割合

市民
医療
セン
ター

実施計画ランク 事業の種別

企
業

R1予算現額

内科外来事業
事業の目的及び具体的な内容

R1正規職員
人件費

新型コロナウイルス感染症拡大の
影響により、病床利用率について
は目標値に達してはいないが、院
内感染対策を徹底してクラスターを
起こすことなく医療提供しており、
安全・安心な病院運営を継続して
いると考えている。

R2目標

B

R3目標

R2実績

81.0%

感染症対策として入院時に個室での観察
期間を設け、院内感染対策を行った。

R2年度に改善した点

R2年度に改善した点

新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、発熱外来を設置し、発熱者とその他患
者の動線分離を行った。また、全自動遺伝
子解析装置や安全キャビネットといった機
器類を整え、自院でも新型コロナウイルス
に係る検査が可能となった。

入院事業

根拠法令

R1目標

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、感染
防止対策として健診事業を一時中止した。その
後再開したが、感染防止対策の一環として受入
人数の調整を行ったため、目標値の達成ができ
ない状況となった。

新型コロナウイルス感染症に留意しつつ、
引き続き小児初期救急医療体制推進事業
の周知を図るため、まちづくりセンターや市
内保育園などへポスター掲示依頼、ところ
ざわほっとメール等による情報発信をした。

R2正規職員
人件費

所沢市病院事業の設置等に関する条例
所沢市市民医療センター管理規則

716,754千円

R2予算現額

小児初期救急医療体制の提供について維持で
きた。

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

会年職員 30.00 人

会年職員

目標設定の考え方・根拠

A

市民医療センター常勤医師のほ
か、非常勤医師及び所沢市医師会
からの派遣医師約40名の担当日を
調整するなど、市民医療センターが
中心的役割を果たすことにより、小
児初期救急医療体制を安定的に維
持できている。

ワクチン接種が進むことから入院患者のワ
クチン接種状況を事前に把握し、効率的な
受け入れ態勢を整えることにより、受入患
者数の増加に努める。

47.90 人

81.0% 61.2%

市民
医療
セン
ター

実施計画ランク 事業の種別

企
業

R1予算現額

S51～

76.6%

R1決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R2決算額（見込み）

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

公的医療機関として、地域医療に求められる病
床機能を確保しつつ事業運営をしていくという役
割があるため、地域包括ケア病床の利用率を指
標とする。

地域包括ケア病床の利用率
（地域包括ケア病床在院患者延数×100／病床
数×365）

①地域包括ケア病床在院患者
延数
②入院患者実人数
③病床利用率
※延べ年間入院患者数/延べ年
間病床数×100
④搬送救急収容人数
※消防隊の搬送で入院した患

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、感染
防止対策として入院受入の制限を行っていたた
め、目標値の達成できない状況となった。

609,136千円

10.00 人 ①2,457人

②497人

③47.0％

④20人

R2その他職員
従事割合

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 678,307千円

期間

優先

581,690千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

一般入院、かかりつけ医からの紹介、民間病院で受
け入れ困難な患者などについて、入院受入れを行い
市民が安心して暮らすことができる医療環境を整備
する。また、医療機関や行政機関との連携を図り、
地域での医療連携（地域完結型医療）体制を推進す
るものである。

29.14 人
非常勤
特別職

25.00 人

242,212千円

指標名

238,016千円 78.0%

29.14 人

市民
医療
セン
ター

実施計画ランク 事業の種別

企
業

R1予算現額

精密検査受診者数については目標
値に達していないが、新型コロナウ
イルス感染症発生下において、院
内感染対策を徹底して行い、安全・
安心な健診事業を実施していると
考えている。

R1その他職員
従事割合

R2目標 R2実績

R2その他職員
従事割合

疾病の早期発見、早期治療に取り組むことを目
標とするため、人間ドックで精密検査を指示され
た方のうち、市民医療センターで実際に精密検
査を受けた方の割合を指標とする。

R2目標値が未達成の理由・分析

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 633,578千円 524,621千円

R2年度に改善した点

①人間ドック受診者数

②精密検査指示者数

③市民医療センターでの精密検
査受診者数

市民医療センターで人間ドックを受診し、精密検
査を指示された方のうち市民医療センターで精
密検査を受けた方の割合

R1目標 R1実績

感染症対策の周知・徹底を促し、受診者が
密にならないように、受付時間の分散化を
図った。

目標設定の考え方・根拠

B
事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

スムーズな健診を進めることで、更なる受
診者を受入れ、検査結果に基づいた健康
指導を行っていく。

どのように貢献したか

市民の健康維持・増進のた
め、人間ドック等の健診事
業を実施し、疾病の早期発
見、早期治療につなげるよ
うに努めた。

健診事業

根拠法令 R2予算現額 R2決算額（見込み）

所沢市病院事業の設置等に関する条例
所沢市市民医療センター管理規則

654,224千円 465,607千円

事業の目的及び具体的な内容

R2正規職員
人件費

R1正規職員
人件費

市民の健康維持・増進のため、人間ドック、特定健
診などの検診を実施する。また、疾病の早期発見、
早期治療に繋げていくため、精密検査や治療が必
要な受診者に対し、受診勧奨を行い、確実な医療機
関への受診を促進するものである。

18.43 人
非常勤
特別職

31.00 人 35.0% 23.0%

153,190千円 臨時職員 20.50 人
①5,190人

②1,054人

③302人

小児初期救急医
療体制推進事業

35.0% 28.7%

期間 18.43 人 R3目標

S51～ 150,536千円

最優先 自治事務

今後も安定的に小児初期救急医療体制を
維持するため、医師会や他の医療機関と
連絡を取り合い調整を図っていく。

市民
医療
セン
ター

実施計画ランク 事業の種別

企
業

R1予算現額

根拠法令 R2予算現額

期間

小児初期救急医療体制の維持

R1目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

指標名

法定受託事務 法定受託＋附加 219,092千円 187,157千円

所沢市病院事業の設置等に関する条例
所沢市市民医療センター管理規則

210,973千円 165,597千円

R2決算額（見込み）

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

維持

27,346千円 臨時職員 6.50 人 R2実績

①小児夜間急患診療年間患者
数
②小児深夜帯急患診療年間患
者数
③小児科日曜日・休日急患診療
年間患者数

非常勤
特別職

①1,207人

②518人

③946人

R2目標

維持
R2その他職員
従事割合

維持

会年職員 33.60 人

維持

安心して子育てができる医療環境を整備するた
め、市民医療センターと市内医療機関が連携し
て、所沢市域全体での小児初期救急医療の提
供体制を維持するものである。

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

R2年度に改善した点

30.0%

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

地域における医療提供体
制の充実を図り、良質な医
療の効率的・継続的な提供
に努めた。

３．すべての
人に健康と

福祉を

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

地域における医療提供体
制の充実を図り、安心して
子育てができる医療環境
の整備に努めた。

H11～ 26,873千円

安心して子育てができる医療環境を整備するため、
医療機関の多くが診療を実施していない夜間、深
夜、日曜日及び祝日において小児の内科的急性疾
患の初期診療を実施し、関係医療機関と連携しなが
ら所沢市域全体で３６５日の小児初期救急医療体制
が維持できるよう努めていく。

R2正規職員
人件費

3.29 人

維持

3.29 人 R3目標

53.00 人

R1決算額

R1決算額

臨時職員

事業の目的及び具体的な内容


